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4 月 7 日、渡良瀬特別支援学校の入学式に参

列してきました。小学部も中学部も新１年生の子

どもたちが頼もしく見え、これからの成長がます

ます楽しみになりました。もう一つ入学式といえ

ば、満開の桜です。思わず写真を撮りました。桜

を見ると上品なピンクの色でふんわりした雰囲

気、近づくとやさしい匂いがします。桜餅には桜

の葉が使われ食べることもできます。このように

桜一つとっても我々は五感を使って外界の情報

をキャッチし、脳で処理しています。 

五感とは、視覚、触覚、聴覚、味覚、嗅覚を指

します。特に子どもはこの五感の感受性が強く、

モンテッソーリ教育では「敏感期」と呼んで感覚

を洗練する学習を行います。感覚教育では教具を

使いますが当園では 15 種類以上の感覚教具を

所持しています。感覚教具には五感それぞれを洗

練する目的が備わっており、その中でも目隠しを

して取り組む教具があります。 

目隠しをする教具は大人の私でも間違えること

が多く、日頃どれだけ視覚に頼っているかがよ

くわかります。重量板という教具は、目隠しを

して 3 種類の重さの違う板を 30 枚、手の感覚

を使って類別します。全神経を手の平に集中し

ますが、それでも間違えます。モンテッソーリ

教育に触れていると五感を研ぎ澄ます機会を与

えられ、五感を感じられることに感謝の気持ち

がわいてきます。 

新年度が始まり、慌ただしい日々が続きます

が、子どもたちが充実した生活を送れるように

職員みんなで力を合わせて支援していきます。

また、モンテッソーリ教育の学びと実践を続け、

あらゆる可能性を探っていきたいです。 

「五感を研ぎ澄ます」 
施設長 太田徹 
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 ４月１日、令和 7 年度職員研修会を行いまし

た。今年度は、事務員１名、保育士３名を迎

え、職員３０名でスタート。園歌斉唱、わたら

せ体操で開会し、理事長による辞令交付、施設

長の運営方針、各係からの伝達事項がありまし

た。 

理事長から、わたらせ養護園は昭和４１年に

創立され、創立者は女医の岸直枝先生、初代施

設長はガールスカウト日本連盟・総主事の清水

俊衣先生であることをお話頂きました。職員一

同、気を引き締めて子どもたちの支援に務めて

まいります。 

職員研修会 

新任職員挨拶 

事務職員として入職いたし 

ました山田貴史と申します。 

新規職員実習で元気な子ども 

たちとふれあい、大きな喜び

を感じました。また、先輩職員の方々が明るく接

してくださり、嬉しい気持ちでいっぱいです。普

段は事務室内での業務が中心ですが、子どもた

ちの笑顔のために少しでもお役に立てるよう努

力いたします。不慣れな点が多々ありますが、一

所懸命頑張ります。どうぞよろしくお願いいた

します。         事務員 山田 貴史 

今年度入職いたしました佐藤美

沙と申します。子どもたちのかわ

いい笑顔や元気な姿に、毎日癒さ

れ、パワーをもらっています。保育 

今年度から保育士として、入職 

いたしました多田朱里と申しま

す。元気で笑顔いっぱいな子ども

たちと一緒に毎日楽しく過ごして 

います。これから子どもたちの成長を見届けていけ

ることをうれしく思います。そして私自身も成長し

ていけるよう努めていきたいと思います。まだまだ

分からない事ばかりですがたくさんのご指導いた

だきながら頑張っていきますのでよろしくお願い

いたします。        保育士 多田 朱里                       

今年度から保育士として、 

入職いたしました河原芽衣と  

申します。日々子どもたちと

関わる中で、子ども一人一人 

の笑顔が励みになっています。子どもたちの成

長を見守り、喜びや楽しさを共有し、私自身も

一緒に成長していきたいと思っております。ま

だまだ未熟者ではありますが、一日でも早く仕

事を覚え先輩方の力になれるよう頑張ります

ので、ご迷惑をかけると思いますが、ご指導の

程よろしくお願いいたします。 

保育士 河原 芽衣 

この度 4 年間お世話になったわたらせ養護園を退職します。ふとした時に、今までのことを思い出

しては懐かしくて、ちょっぴり寂しい気持ちになっています。たった４年かもしれませんが、私にと

ってはとても大切な４年間になりました。わたらせで出会った子どもたち、職員の皆さん、保護者の

皆さんのおかげです。本当にありがとうございました。わたらせ養護園に関わる全ての人が毎日を楽

しく過ごせますように心より祈っています。少し離れたところからにはなりますが、ずっと応援して

います。                                 保育士 羽鳥 菜月 

退職者挨拶 

士として仕事をするのは約 20 年ぶりになります

が、子育ての経験を活かし、子どもたちに最大限寄

り添っていきたいと思っています。まだ分からない

事も多く、ご迷惑をお掛けしてしまいますが、仕事

を早く覚え一人前に動けるように一生懸命頑張り

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

保育士 佐藤 美沙 
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今年度の 

   各部屋紹介 

～わたらせのおいしいごはんの秘密～ 

 わたらせ養護園には、栄養バランスを考え、子どもたちの献立作りをしてくださる栄養士さんと、

毎日おいしいご飯を作ってくださる調理師さんがいます。どんなことを工夫し、どのような苦労があ

るのか、その秘密を聞いてきました！！ 

Q１ 献立づくりで重要視していることは何ですか？ 

 色合い、栄養バランス、季節をまず考え、その上で子どものリクエストを反映できるよう意

識しています。1 週間ずつの献立を立てる上で一番大変なことは、メニューがマンネリ化しな

いこと・3 食被らないように考えることです。また、幼少期にしか感じられない味覚や嗅覚を

大切にしています。子どもに人気なものばかりを提供することもできますが、苦手なものや食

べづらいものを味付けや形をその都度変え、挑戦してもらえるように工夫することを心掛けて

います。 

Q２ 行事食で工夫していることは何かありますか？ 

 ２人体制のところを 3 人体制にし、普段できないメニューを取り入れられるように

しています。中でも手作りおやつが人気でパフェやクレープ、ケーキなどがあります。

視覚的にも楽しんでもらえるよう、盛り付けには時間をかけ、こだわっています。 

インタビュー 第一弾！ 

★子どもも大人もわたらせのご飯が大好きです！ 
 いつも素敵なメニューをありがとうございます！！ 

みんなで助け合って、 

仲良くニコニコでいよう！ 

●こぐま部屋 

●おさる部屋 

毎日笑って、元気に過ごそう！ 

●ぞう部屋 

元気よく、楽しく一年過ごそう！ 

●きりん部屋 

いっぱい食べて、たくさん動いて、 

         楽しく過ごそう！ 

●こあら部屋 

●こじか部屋 

いっぱい笑って、たくさん食べて、 

         元気に過ごそう！ 

モリモリ食べて、元気に過ごそう！ 

〈児童作品〉 
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―絵本の紹介― 

「おにはうち！」 

悪い鬼は外へ、いい鬼は

内へと分かりやすくまと

められた、人気の高い節

分の絵本。 

 2025 年２月３日が立春のため、

その前日の２月２日が節分でした。

季節の変わり目に起こりがちな病

気や怪我・災害に見舞われないよ

う、わたらせ養護園でも鬼退治を行

いました。鬼に見立てた大きな的に

向かい、職員と一緒に福豆を投げま

した。「おには～外！ふくは～内！」

と子どもたちの掛け声が園内に響

き渡りました。子どもたちが元気で

健やかに過ごせたらいいなと願い

ます…。 

 ２月６日は「初午」。裏山の

お稲荷様にお参りに行ってき

ました。お供え物を抱きかか

え、しっかりと両手を合わせ

てお参りすることができまし

た。また、食堂にも神社の写

真を貼り、お参りの疑似体験

を行いました。実際にお供え

するものを触って体感するこ

ともでき、興味津々の子ども

たちでした。おやつには初午

団子を食べ、盛りだくさんな

１日となりました。 

 ３月３日、「ひなまつり」

のお祝いをしました。おやつ

にはひなあられ、夕食には特

別メニューでちらし寿司・コ

ロッケ・手作りデザート等、子

どもたちも大好きなメニュー

に大喜び。女の子が主役の日

ではありますが、男の子も一

緒になって楽しい時間を過ご

しました。これからも笑顔を

絶やさず、素敵なお姉さんに

なってくれたら嬉しいです。 



しゃぼん玉ふわり 

「あすなろ」           支援員 黒田 貴文 

 あすなろ祭のステージで、太鼓グループ活動の演奏をさ

せていただきました。開会の挨拶で、「あすなろ」の由来に

ついてお話がありました。あすなろ（翌檜）という木は檜に

よく似ていますが、檜ほど大きくならないため、「明日は檜

のように大きくなろう」という意思のある木とされ、成長

や前向きのシンボルとして使われるそうです。太鼓の練習

に取り組む子どもたちの真剣な表情からは、前回よりも上

手く、次はもっと上手くと、演奏をより良いものに仕上げ

たいという気迫を感じます。そんな子どもたちの意思は、

私たちにとって成長や前向きのシンボルです。子どもたち

の頑張りを受けて、私も練習に力が入ります。 

４月となり新年度が始まりました。少し前まで幼児だっ

た子がランドセルを背負い、小学生だった子が制服を着込

んで登校しています。「昨年より成長しているのだなあ」

と、しみじみとしてしまいます。また、今は大きく見える

ランドセルも、少しすれば小さく見えてくるのでしょう。

今は見慣れない制服姿も、それに見合うように大人びて行

くのでしょう。そんなところにも、「明日は檜のように大き

くなろう」という意思を感じます。そんな子どもたちと、

私も一緒に成長しながら前向きに日々を過ごしたいと思

いました。 
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表彰されました！ 

園での練習風景 

 

３月８日、あすなろ祭に太鼓グループで参加させていただきました。あすなろ祭でのステージ

発表は数年振りで、太鼓グループはトップバッターを務めさせていただきました。昨年のふれあ

い・ゆうあい交流フェスタ、年始の新年交歓会での発表に続き子どもたちのやる気も充分。 「わた

らせ太鼓」「ゆうあい」「わたらせ太鼓パート２」の計３曲を発表しました。発表後は観客席から盛

大な拍手をいただき、駆け付けて下さった保護者の方々、学校の先生方、元職員の方、そして退園

した児童からもたくさんの応援をいただきました。演奏前は緊張した様子だった子どもたちも、

演奏後はやり切った達成感からか清々しさを感じました。発表後は他のステージ発表や作品を観

賞したり、お昼にみんなでお弁当を食べ、楽しい時間を過ごしました。 

 

―あすなろ祭－ 
 

演奏の様子 



今年の春から小学部２名、中学部５名が新一年生となります。小学一年生は初めての学校で、わ

たらせの中から一気に世界が広がったと思います。日々の授業や友達との交流の中でより成長して

いく事でしょう。中学一年生は制 

服に袖を通し、どこか誇らしげな 

様子です。私服で登校していた小 

学生の時と比べ、より成長を感じ 

ます。日ごとに成長していく姿が 

とても楽しみです。入学おめでと 

う！ 

 

令和６年度は小学部 5 

名、中学部 4 名が無事卒 

業しました。小学６年生 

は４月から制服を着て中 

学生となり、新しい勉強 

が始まります。中学３年 

生は、わたらせ養護園を 

退園し、高校生としての生活をスタートします。新しい環境でも逞しく、自分らしく、未来に向か

って歩んでいけるよう願っています。  
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卒業式 
｝り ― 

 

幼児部修了式 
｝り ― 

 

入学式 

3 月 25 日（火）幼児部修了式 

＜中学部 3 月 7 日（金）＞ ＜小学部 3 月 17 日（月）＞ 

4 月 7 日（月）入学式 

 

令和６年度は２名の児童が幼児部

を修了しました。正装をして修了証

書を受け取り、発表ではモンテッソ

ーリ教育で大小を学ぶ「ピンクタワ

ー」の実践と打楽器の「カホン」の

演奏を披露してくれました。４月か

らは小学生となり、新しい生活が始

まります。幼児部修了、 

おめでとう。学校生活も 

がんばってね。 
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出張・研修 

１月 

 24 しろがね学園とけあい動作法学習会(岩野) 

2 月 

13 児童部会 (太田､柿田､樋口) 

14 しろがね学園音楽療法研修(今井) 

17 三洋商事 Web セミナー(渡邊) 

26 しろがね学園とけあい動作法学習会(山本) 

27 育英短期大学 実習･就職懇談会(太田) 

3 月 

4 給食関係者講習会 

桐生保健福祉事務所(岩下) 

 6・7 部会協議会 東京 (太田) 

4 月 

15 初任者研修(河原､佐藤､多田､山田) 
 

ボランティア 

佐藤美沙さん(1/18) 

 河原芽衣さん(2/11) 

団体 

 縫製 八の会さん(2/27･3/27･4/24) 

 

実習 

新任職員実習 (3/20～3/28) 

河原芽衣さん 

             佐藤美沙さん 

             多田朱里さん 

 新任職員実習 (3/22･3/26) 

             山田貴史さん 
 

2 月 10 日、職員の渡邊さん宅へ栽

培しているキュウリの収穫体験に、幼

児さんたちが行って来ました。初めて

の体験に子どもたちはワクワク！職

員と一緒に、ハサミを使ってツルを

「チョッキン!!」自分で収穫したキュ

ウリをおいしそうに頬張る子どもた

ち。普段は苦手で進んでは食べない子

も、自分で採ったキュウリは「ぱく

っ！」大きな口を開け食べる姿に自然

の偉大さを痛感！！とても良い経験

をさせて頂きました。 

 

1 月 24 日しろがね学園さんで開催された

「とけあい動作法学習会」に参加させて頂き

ました。学習会では「肩のとけあい」「頭の

とけあい」「足のとけあい」を体験。人に優

しく触れてもらえる事で安心感を得ることが

分かりました。 

脳性まひ児への動作ケアとして生まれたよ

うですが、当園では子どもの情緒が不安定な

時に行うと、子ども職員ともにリラックスし

て関われると感じました。        

   

収穫体験後の 

子どもたち 

キュウリを頬張る

子どもたち！ 

当園卒園児の秋津歩さんからわたらせの子ど

もたち、職員宛に色紙とお手紙を送ってくれま

した。園でも年少児童の面倒を見てくれていた

秋津さんですが、現在は保育関係の勉強に励ん

でいるそうです。当時から「いつかわたらせで

働きたい」と言ってくれていましたが、秋津さ

んと働く日が訪れるのかなと思うと心躍る気持

ちと成長に感涙です。 

 

秋津さんから 

子どもたちへ

色紙のお手紙 

ṁ 



ご寄付（敬称略、順不同） 
岸泰宏 （東京都） 岸厚次 （千葉県） 

 松﨑靖（みどり市） 
野口秀樹､ＤｒｅａｍＶｏｉｃｅｓ（桐生市） 

 

ご寄贈（敬称略、順不同） 
株式会社原田･ガトーフェスタハラダ（高崎市） 

カーブス､落合しおり（前橋市） 
宮川望､宮川佳奈子（伊勢崎市） 

鴨田拓磨､野口秀樹､今泉翔子 
桐生プロパンガス株式会社､深沢かつ江（桐生市） 
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後援会の加入は年間を通じて受け付けています。事務局迄ご連絡下さい。 
会費・特別会費１年１口 10,000 円 

個人会費１年１口 1,000 円 
事務局 〒376-0131 桐生市新里町奥沢５９-１ わたらせ養護園内 

事務局 〒376-0131 わたらせ養護園後援会 TEL 0277-74-0343 

昨年に引き続き物価上昇の中、会員の皆様よりたくさんのご支援をいただき、わたらせ養護園に援助す
ることができましたこと、心より感謝申し上げます。食材、日用品等品々の値上がりで、購入する事はも
ちろんですが、使用する事も色々と工夫を凝らして、子どもたちのより良い支援に繋がるよう職員一同頑
張っています。 

それでは、昨年度の会員状況を報告させていただきます。継続会員の方１２９名、新規会員の方５名、
復活会員の方１４名、増額会員の方８名、ありがとうございました。また、皆様から届きます振替用紙の
通信欄のお便りに励まされております。本年度も皆様の情報交換の場として活用いただき、日常の様子な
どお聞かせください。楽しみに待っています。      

後援会事務局 

編集後記 
 寒い季節も終わりを迎え、あっという間に過ご
しやすい暖かさになりました。桜も散り、緑の葉
に囲まれ始めています。そんな中で、子どもたち
は入退所の入れ替えが多くありました。お兄さ
ん・お姉さんになり巣立っていく子どもたちも
いれば、新しく仲間に加わり、やっと園の生活に
慣れ始めた子どももいます。それぞれ環境が変
わり、気持ちも不安定になりがちな時期ですが、
新年度も子どもたちと共にたくさん笑い、小さ
な幸せを増やしていけたらいいなと思います。 

ありがとうございます 
（令和７年１月１日～４月３０日） 

わたらせ養護園後援会だより 

（できましたら２口以上お願いします） 

カーブス様より 

DreamVoices 様より 

〈児童作品〉 

〈児童作品〉 


